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図 1 西求女塚古墳の位置 と周辺の遺跡 (1:25000)

番 号 遺跡名 時 期 遺跡の種類 番 号 遺跡名 時 期 遺跡の種類

西求女塚古墳

大石東遺跡

処女塚古墳

篠原南町遺跡

篠原遺跡

都賀遺跡

古墳時代前期

古墳時代

中世  ・

古墳時代前期

縄文時代晩期

古墳時代前期

縄文時代中期・ 晩期

弥生時代後期

縄文時代早期

弥生時代中期・ 後期

古墳

集落

古墳

集落

集落

集落

7

8

9

10

11

八幡町遺跡

伯母野山遺跡

十善寺古墳群

桜ヶ丘 B地点

遺跡

滝ノ奥遺跡

桜 ヶ丘遺跡

中世

弥生時代中期

古墳時代

弥生時代中期

縄文時代早期

弥生時代中期

中世

弥生時代中期

集落

集落

古墳

集落

集落

経塚

銅鐸出土地

■
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はじbに    .                     ・

踏叢貿壕苦螢は昨年度、埋葬施設の調査を実施 したとこ

ろ地震による地滑りによって大きく崩れた竪穴式石室から

舶載の堂衡練精獣錢∵面を含む12面分の鏡をはじめ、誉の

部品であるポ器Lや剣・槍・ 刀・ 舞・ 鏃1斧・蟹・ ヤリガン

ナ・ヤス等の鉄製品と磐≧製絣錘堂形若型踏など多くの副
葬品が出土 しました。

また、墳頂部からは山陰地方特有の形をした土器 も多数

出土 しています。

このように昨年度の調査結果から西求女塚古墳は古墳時

代前期の有力な豪族の墓であることがわかってきました。

しかし古墳全体の規模や形は地滑りや後世の造作によっ

てかなり改変されていることから、正確にはわかっていま

せんでした。

今回はこれらのことを明らかにするために、墳丘の西側

と南側及び、 くびれ部に調査区を設定 して調査を行いまし

た。
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I  I― ― これ までの調査区

Iifitilll― ―今回の調査区

調査区設定図 S=1/800

調査概要

H区 (墳丘西側)

中世末期 (16世紀後半)の水田耕作土層の上に地滑りを

起こした墳丘盛土層が覆っている状況が確認されました。

このことから、墳丘の地滑りを引き起こす原因となった地

震は1596年に起こった「慶長あ大地震」であったことが判

明しました。

中世末期の水田は古墳の裾を若千削って造られています

が、墳丘を削った際に出てきたと思われる古墳の葺石に使

われていた石材が集積していたところがあり、その付近が

墳丘裾と考えられます。

3
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iti l(墳丘繭魯Ⅲ

Ⅲよ1辞 りを起 こ  III丘盛上層が現地表から絢夕.5mあ りぁ
そα‐下から2～ 段分の、基底石を含む葺石刺が、高さ黙◇
～60cmのみ残 し t絢 5 1rlすこったって確認されました。この
石列は標高6ぅ 2mヽ 丘に44i盤 督を切り込んで、ほぼ直線鞠健
並べて据えられて もます。 二ってぃる葺石より上部は績近
の盛土がな来存在 ivていま iたが、大地震によって地滑り
を起こして崩れて tす まったょぅです。
iV区 ((ぴ袖部南翻

くぴれ部の基底亀が標高7ゎ Om付近に約4。 5「nづっ計 9轍
検出され妻子フたっ くぴれ郡コーナーから西観りの巧例はこよぼ
直線的▼こ饒めてゃり、Ⅲ区で検出された基底石列の方向と
直交することかをすち麗永女塚占墳の墳形 tま これまで前方後
圏墳と考えられていましたが、実際は繭方後方墳であるこ
とが判明しました。

葺な嫌基底郡ここ大きな石を据え、その上に小さめの石を
積ん

.で ,域 す。基践部から約50clllぐ らしヽまでは急角度で積
み上

― ■,そ れより上の斜面角度は緩 くなるようです。
基底部強1石 r、 報ぇ方燃、前方部と後方部でこま違いがみられ、
鳶む方部・では十きな石を横長に据えているのに期 してぉ後方
部では籠長′r穏 寃ています。

V区 (く 蓼紬蔀地all)

基底石プUが標高憩。1熙 を8。 7m付近で 2列検脇されました。
このうち下段の基底石 7‐lJが墳丘裾たあたると考えられ、W
区で男lつ かっ士繭all亙 ぴれ部コーナーに対応する北側のく
ぴれ郡重―ザーが機鶏暮れています。

この 2列の石刻はともに、くぴれ蔀から繭方部 gこ 向か ゥ
て 2～ 3軸のと通ろでハ方向章こ屈勘する箇所があり、帳出

撚の施設が存在することたが剰りました。 しか し覇柳|は調査
区外に延ぴるため、形状 σ規穣はぁきらかでⅢ∴ )ま せん。

liii芳 後方 l女

‐ヽ30-

図 4 古境 の形
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出土遺物

今回の調査では、各調査区から土師器片が出土していま

す。そのほとんどは大型の二重回縁壺の破片です。この壷

には、昨年度出土した土器と同様に、スタンプ文と呼ばれ

ている、竹管を上器の表面に押しつけて『 C』 字形や『

O』 字形の文様をつけたものがあります。そして、これら

の土器の表面には赤色顔料が塗られており、特別な土器で

あったことがうかがえます。これらの土器も墳頂部で出土

した土器と同じく山陰地方の特色を持ったものです。また

今回の調査ではⅣ区から「希留景甕」と呼ばれる畿内的な

甕の破片も出土しており、古墳の築造時期を知る手掛かり

となります。

これらの土器は、調査区のすべてで流土中から出土した

ことから、本来、墳丘上または段の平坦面の各所に置かれ

ていた土器が流れ落ちたものと思われます。

まとめ

以上のように当古墳は、これまで前方後円墳と考えられ

ていましたが今回の調査で、前方部を東に向けた前方後方

墳であることが明らかにななりました。その規模は前方部

が未調査のため正確にはわかりませんが、後方部の一辺50

数m・ くびれ部幅約26m・ 全長90～ 100mと考えられます。

また前方部北側のくびれ都付近には張出部が存在するこ

とも明らかになりました。

また、地滑りを起こした墳丘盛上がかなりの距離を滑っ

ていることが判り、その地滑りは1596年の「慶長の大地

震」によって引き起こされたものであることが、明らかに

なりました。

今後は前方部の調査をおこなってゆき、これまでの調査

成果とあわせて西求女塚古墳の全体像を明らかにして、こ

の古墳の被葬者像を探ってゆきたいと考えています。

7 -33-
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図 8 昨年度調査出土遺物
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京都・椿井大塚山古墳

1奈良・佐味田宝塚古壊

1岐阜 。内山 1号墳

9

西求女塚古墳出土鏡一覧表

京都・構井大塚山古墳

岐阜 。 (伝)旧可児町出土

千葉・城山1号墳
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饗酷監盤 西郵
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1渇 「官」飲五カ飢捨醸賑網保
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114.21〔環驀〕只暇子孫
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岡本北遺跡現地説明会資料

所 在 地

調査主体

調査担当

調査期間

調査面積

平成 8年 2月 24日

神戸市教育委員会

神戸市東灘区西岡本 5丁 目

神戸市教育委員会

兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所

村川逸朗 (長崎県教育委員会支援職員)

小林健二 (山梨県教育委員会支援職員)

平成 7年■月 6日 ～平成 8年 3月 上旬

約 950 Hf

～ は じめ に ～

岡本北遺跡は、住吉川によってつ くられた扇状地の左岸、標高55m前後に位置する弥生

時代・ 古墳時代・ 鎌倉時代の遺跡です。ちょうど阪急御影駅と岡本駅の中間にあります。

現在、兵庫県には、震災の復興にともなう埋蔵文化財の発掘調査を行 うため、全国の府

県から35名 の専門職員が支援に来ています。今回の調査は共同住宅建設に先立ち、神戸市

教育委員会の依頼を受け、兵庫県教育委員会の支援職員が担当しました。

為

1

-36-
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～ 発 掘 調 査 の 成 果 ～

調査の結果、弥生時代後期か ら古墳時代にかけてと、鎌倉時代の遺構・ 遺物が発見され

ました。

<弥生時代後期～古墳時代 >

この遺跡の中でまず目につくのは、あちこ孟気盈浄恣森至ζです。これは大雨による洪
たてあな

水・ 土石流の跡です。 これ らの石の間に竪穴住居跡、高床倉庫の可能性のある柱の穴、溝、
どこう

土坑 (掘 りくぼめた穴)、 ピッ ト (小 さな穴)群が見つかっています。竪穴住居跡 は10棟

ありますが、そのうち比較的石の少ない場所を選んで少なくとも6棟が同 じ場所で建て替

.え られています。 というより、石を避けて住居を建てようとすると場所が限 られて きます。

そこで同 じ場所に何回 も建て替えを行 うことにな ります。また一方では、このあた りを支

配 していた有力者が、何世代にもわたって建て替えを行 ったことを物語 っているのか もし

れません。

大きな石がた くさんある住居跡は、洪水で流れ込んだものではな く、住居が使われなく

なった後に投げ込まれた ものと考え られます。上器 もた くさんあります。

いちばん西端にある住居跡は火災によって焼け落ちたとみ られ (あ るいは火をかけて焼

いた)、 屋根の一部が炭 になって残 っています。       ,
高床倉庫 とみ られるものは、後世の水田の造成や宅地造成よPて、東側の柱穴が削 られ

てな くなっています。

溝には石や砂が流れてたまっていて、その中に古墳時代の須恵器が入っていま した。

土坑の中には、全体が赤 く焼 けたものが見つかっています。 これは土器を焼いたところ、

共同の炊事場などの説が考え られていますが、はっきりしたことはまだわかっていません。

今回注 目されるナゾの上坑です…。                        、
/IVⅢ   lェち

さらに、壷や甕・ 鉾などの上器がまとまって出上 した場所があります。その中には、胴

の部分に穴をあけた壷があり、また近 くか らはガラスも見つかっています。穴をあけた壷

は何を意味 しているので しょうか。
ど十い  あれ といし

遺物はこの他に土錘 (網 につけるおもり)や砥石などがあ ります。

<鎌倉時代 >

掘立柱建物や土坑、 ビッ ト群が発見 されています。掘立柱建物跡は 3間 ×4間の ものが

2棟 と、 2間 X3間のものが 1棟があ ります。

建物跡の柱穴や土坑か ら、かわ らけ (繁焼 きの IL)や須恵器、瓦器のほか、背磁・ 白磁

といった輸入陶磁器が出土 しています。

2
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上層遺構面 (鎌倉時代)掘立柱建物跡配置図 (1/100)
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今回の調査にあたって1よ 神戸碇珀膊牌甲畷 `立命館大学教授 和田晴吾先

生のご指導をいただきました。

ま,低 調査の実施およ      開催について1よ 水谷

理組合、財         の協力を得ています。
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1.は じめに 求蓉遺跡は繕蓉川と伊川にはさまれた、標高約40mの南北に延びる段丘上に位置してい

ます。重咎整錘事業に伴って新たに発見された遺跡で、平成 3年度に初めて発掘諭香が行

われました。その後、民間の宅地開発に伴う調査も含め、 4回の調査が行われています。

これまでの調査結果から、ポ笙時代後期～苦墳時代続鏡と古墳時代後期の王琉や審など

の遺藩・遺物が見つかっています。古墳時代の選港蘇はまだ発見されていませんが、周囲

にこの時期の葉播が存在 した可能性が考えられます。また、串壱にも付近に集落の存在 し

たことが知られています。

今回の調査は水谷中央地区の特定土地区画整理事業に伴うもので、水谷遺跡の第 5次調

査になります。 4月 から始めた調査の結果、弥生時代後期～古墳時代初頭 (土坑、溝)、

古墳時代後期 (就笠賞簑古墳)、 誰樫 (腟酵)の遺構面と遺構を発見 しています。今回の

調査で新たに発見された茉蓉笑策皆墳は水谷遺跡内のほぼ中央に位置します。
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2.周辺の遺跡  櫨谷川と伊川にはさまれた丘陵と段丘上には、多 くの古墳が分布 しています。

古墳時代前期～中期では、水谷大東古墳から東約 900mの丘陵上に天王諮古墳群があり

ます。このなかには明石川流域では最も古い 4世紀前半につ くられた天王山 4号墳・ 5号

墳が含まれます。また、南東約 800mの丘陵上には曽叙甑蕨告墳があります。この吉墳は

4世紀後半につくられた詩努桜鷲鑽でぁり、周囲からは増絡筒替緒も見つかっています。

古墳時代後期では、天王山古墳群の中に天王山 3号墳 (帆立貝式古墳)力沫日られていま

す。また、水谷大東古墳の南約 700mに延命等古墳が存在 し、南約 900mに嵩灘繕葉疎古

墳、東約1500mに は寃締薔古墳が存在 します。

古墳時代の集落跡としては、付近の段丘から沖積地にかけて旨頬遺跡、小薔遺跡、本薄

遺跡、油箱遺跡、耕努遺跡などが数多 く知られています。

駕
>常
i“ r

大 東 古 墳 と周 辺 の 遺 跡

(Scale:1/逃.00の

水鞘 墳 (水岱勘め 2 天王山苫珊

4 ;騒命寺古墳
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3.水谷大東古墳の概要

この古墳は、南西に造り出し部を持つ全長約20mの帆立貝式古墳です。

鳶酔彩です。近世以降の水田を造る時に削ら

このため、整罪施譲ゃ墳丘の猟蔀施譲につい

１
１

ゝ

―
―

ィ

ー

円と爺の直径は約15m、 造り出し部は長さが約 5mで、最大幅は約 5。 5mです。簡藩は

幅約 3～ 4m、 深さ約40～50cmで、平面形は

れており、墳丘はほとんど残っていません。

ては不明です。

周 溝

造り出し前面

●

０

　

●
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―
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周溝の外側には、古墳の南半分で一部に円筒埴輪の選鈴が立った状態の暗鶴刻が発見さ

れています。周溝内で出土する埴輪の状況から、もともと周溝外側と鑽盗盈1(周溝の内側)

にも全周する埴輪列が存在 したようです。

くびれ部 (造 り出し部の周溝内側)か ら、円簡埴輪・窃顔諺埴輪・須恵器とともに彩象
う

埴輪が多 く出上 しています。形のわかる埴輪では難形鼈輪 2個体、災栃埴輪 2個体、糖彩

埴輪があります。また、これらの埴輪とともに、み急柔の壺・磐・嵩蘇とその螢が出土し
ています。

古墳の外からは、近世以降の水田造成による墳丘削平後の機生から、磐整鈍管玉 1点と

訣褻驚数点が出土しています。

一
④
／

１‐
――
ィ

（憫
＝

予q

0 20gn
―

周溝から出土した須恵器

1 高艦

2  櫛

3甕
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4。 まとめ    今回の調査では、水田の下に埋もれていた 5世紀末～ 6世紀初め頃の帆立貝式古墳を発

見することができました。

神戸市内での帆立貝式古墳の発見は、天王山 3号墳 (西区天王山)、 ご答竃家古墳 (西

区中野)、 穫普望者墳 (東灘区住吉東町)、 中村 5号墳 (西区平野町印泌)に次いで 5例

日となります。

墳丘はほとんどが削られており、埋葬施設は確認することができませんでしたが、周溝

はよく保存されており、形象埴輪を含む多くの埴輪が出土 しています。

形象埴輪は、そのほとんどが くびれ部から出上しています。人物埴輪では同じ個体の破

片が東西両側のくびれ部から出土 しており、本来は造り出し部のほぼ中央に立ててあった

ものと考えられます。

また、周溝の外側に埴輪列が発見された吉墳もあまり例はないようです。兵庫県内では

御臨家古墳 (伊丹市)や斎習ボ綻古墳 (芦屋市)で、周溝の外側に埴輪列が存在 したと推

定されています。

水谷遺跡から水谷大東古墳が発見されたことにより、周囲にまだ知 られていない古墳の

存在する可能性がでてきました。水谷遺跡の発掘調査はまだまだ始まったばかりであり、

判らないことが多 くあります。これから発掘調査が進むつれて、この水谷地区の歴史につ

いても徐々に復原されていくと思われます。

市 内 の
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市内の帆立員式古墳の大きさの蛾
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君 躊多兼こ遺 跡 現 地 説 明 会 資 料

1996年 6月 15日

神戸市教育委員会

1.はじめに

郡家遺跡は,神戸市東灘区御影町を中心に存在する遺跡で,天神川の扇状地上に位置し

ています.その名前から摂津国兎原郡の郡行の所在地と考えられてきました。

今まで1979年の調査を初めとし,今までに60回を越える調査がおこなわれ古墳時代を中

心とする時期の遺構・遺物が発見されています .

今回の発掘調査は阪神・淡路大震災の復興にともなうマンション建設に先立ち,国庫補

助事業によりおこなわれたものです。調査は,兵庫県教育委員会との協議の結果,兵庫県

教育委員会埋蔵文化財調査事務所復興調査班の職員が担当することになりました.その結

果,古墳時代中期 (5世紀)を中心とする遺構・遺物を発見することができましたので,

本日現地説明会を開催することにいたしました。

1秘吻
をと

'彰

Fig.1郡家遺跡周辺の遺跡地図

1
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□ 弥生時代終頃～古墳時代の住居跡

l増い弥生時代終頃～古墳時代の溝
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Fig。 2郡家遺跡遺構配置図

今 回 の 調 査 地 区
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2.調査の成果

(1)概要

今回の調査では,竪穴住居跡 5棟及び溝跡 1条が確認されました。いずれも古墳時代中

頃 (5世紀)に造られたと考えられます.

竪穴住居跡のうち 2棟 (2・ 3)は重なりあって確認されましたが,竪穴住居 2 竪穴

住居 3の順で造 られたことがわかりました。また,住居を埋めている上の違いから,竪穴

住居 4・ 竪穴住居 7はさらに新 しい時期に造 られたと考えられます.

古い時期に造られた住居 (竪穴住居 1・ 2・ 3)にはカマ ドがありませんが,新しい時

期に造られた住居 (竪穴住居 4・ 7)にはカマ ドが作り付けられています。竪穴住居 2で

は,床の周りに壁材を立てるための溝が巡らされていました.屋根を支えるための柱の跡

も,竪穴住居 4では 4本でしたが柱穴のない住居もあります。このように, 5棟の住居跡

を検出しただけですが,建物の構造にはバラエティがありました。

溝跡 5は調査区の端で確認されたため,その全貌を窺うことはことはできませんが,直

線的に掘られていることから, この集落に関係する何らかの意味があったのでしょう。

出上 した遺物には,古墳時代の上器 (窯で焼いた須恵器と野焼きによる土師器),ネ ッ

クレスの部品 (臼玉),鉄器生産に関連する道具 (フ イゴの羽口・鉄滓),鉄器の刃をと

ぐ砥石,さ らに前の時代 (弥生時代終末期)の上器等があります。

0               1(

Fiょ 3調査区遺構配置図

3
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(2)竪穴住居跡 3

この住居は,今回の調査区の中ではほかの住居に比べて一回り大きく,東西に長い長方

形で,中からは多くの遺物が出土 しました.この住居にはカマ ドがありませんで したが,

かわりに中央部浅い窪みがあり,そ こでコシキが見つかりました.こ の窪みが炉の役割を

果たしていたものと考えられます.なお,こ のコシキの上には石がのっており, この住人

が住居から立ち去るときに意識的に壊 した可能性も考えられます.

0           2m
|

Fig.4竪穴住居跡 3実測図

Fig.5出土遺物実測図 (1)

4
-51-
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(3)竪穴住居跡 4

この住居は,竪穴式の 4本柱建物で,カ マ ドを備えつけています.カ マ ドは建物の北壁

中央に粘上で作りつけられています。カマ ド自体は上部が壊れており,火床と支柱及び側

壁 しか観察することはできませんで したが,復元すれば下掲のイラス トのようであつたと

考えられます。支柱はカメを支えると同時に火を焚く空間をつくり出し,火まわりをよく

する働きをしています。全体にしつかりした作りであることから,カ マ ドの中でも古い様

相を示 しているものと考えられます.

Fig。 6 竪

史脚

Fig.7霊 (カ マ ド)復元図
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3。 まとめ

郡家遺跡ではこれまでにも古墳時代中期の住居が数多く発見されています.今回の調査

ではカマ ドの無い住居とある住居の両方が発見されました。カマ ドの有無は時期差による

ものと考えられ,郡家遺跡でのカマ ドの導入期の状況が具体的にわかりました。

また,鉄生産関係の道具が発見されたことから, この周辺で鉄器生産がおこなわれたこ

とを示しています.こ のことは,郡家遺跡がこの地域のひとつの中心的な集落であると捉

えられ,ま た古墳時代の分業の在り方を考える上でも興味深い資料といえましょう.

Fig.8輔 (フ イゴ)復元図

須恵器 (郭蓋)

須恵器 (郭身)

0                10cm
|

Fig_9出上遺物実測図 (2)

玉日

⑥

ｌ

ｏ

o            5cm
|

須恵器 (郭身)   サ

土師器 (甑の把手)輪 (お、いご)の羽口

‐口
　　隔
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今 回の調 査 では、 お よそ 2000年 前 の弥生 時代 中期 中頃 に造 られ た竪 穴住居

跡 2軒、 溝 跡 1条 の ほか、 掘 立柱 建 物跡 3棟、 江戸 時代の水 田跡 がみつ か りま し

た。

竪 穴 住居 跡は地 面 を大 き く円形 に掘 り込 んだ もので、 中央 に 円形 の炉、 その

周 囲 に柱 を立 て て上 屋 を支 えて い ま した。 本 山遺跡 では 2軒 の 竪 穴住 居 跡 がみつ

か って い ます が、 これ はは じめ に建 て られた第 2号 住居跡 が手 狭 にな つた ため、

竪穴 を広 げて 第 1号 住居 跡 に造 り替 えた ものです。

調査 で は、 建 て直 され た第 1号 住 居跡 が先 にみつ か りま した。 竪穴 の 中 には非

常 に沢 山の い らな くな つた土器 のか け らが捨 て られ て い ま した。 中には一 度 に捨

てた土 器 の か け らの集 ま りが、 は つ き りとわか る もの もあ りま した。 床面 近 くか

らは、 土 器 に混 じつて鉄 製 品 2点 や、 鉄 を研 ぐの に使 つた と思 われ る砥石 のほか、

沢 山の石器 がみつ か りま した。 この 住居 の造 られた 頃は、 畿 内で 鉄製 の道 具 が使

われ 始め た 時期 にあた り非 常 に珍 しい発見 のひ とつ です。

上器 の 入 つた上 の層 を取 り除 く と炭の層 が顔 を出 しま した。 炭 の層 には沢 山の

焼 け上 が混 じつてお り、 壁 際 には屋根 の本材 が落 ち込 んで焼 け残 つて い ま した。

'~P―

第 1日 2号掘立柱建物

殴
―
勝
口
γ

°
 第 3号掘立柱建物

① ①

厚
第 ・ 2号住居跡
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掘 りあが つた第 1号 住居 跡 は、 直径 8.5mほ どの大 きな 円形で少 しゆが ん

だ形 を して い ます。 中央 よ りや や 西 側 に は 円形 の炉 の 跡 が あ りま した。 炉 の 中 に

は沢 山の炭 に混 じって少 量 の焼 け上 がは い って い ま した。 柱 は 住居 の形 に そ つて

建 て られ て い ま した。 柱穴 には 柱 材 が腐 つてで きた 黒 い土 の層 が あ り、 柱 材の直

径 が 20cmほ どで あ った こ とが わ か りま した。

壁 際 には壁 上 の崩 壊 を防 いだ りす るため の板 が埋 め 込 まれ て いた ら しく、 これ

を留め るため の 小 さい柱 の穴 もみつ か りま した。 南 側 の壁際 には 2つ の柱 穴が み

つ か り、 入 り口で はな いか と考 えて い ます。 ふ つ う、 竪穴住居 の入 り口は梯子 を

か けた といわれ て い ます。

柱 穴 に残 され た柱 材 の痕 の層 には、 焼 け上 の粒が 沢 山入 り込 んでい ま した。 床

面 には焼 けて 表面 が剥 がれ た り赤 くな つた土器や石 包 丁 な どが置 き去 りに され て

い ま した。 このほ か、 焼 け残 つた 屋根 材 が あ つた こ とな どか ら、 この住 居跡 に

住 んだ人 た ちが、 住居 を離れ る とき火 をつ けて焼 い た こ とが わ か ります。 い った

い何 の ため に住 み慣 れ た家 に火 をつ けた の で し ょうか。

調 査 が進 む につ れ て、 住居 跡 の形 がゆ がん でい る こ とや炉 跡 が 中央 にな い こ と

…       .8m

O     ①

①
　
⑬

℃

第 1日 2号住居跡
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か ら、 この住居 跡が 1軒 で は ない のでは ないか と思 い、 床面 を きれ い に してみ ま

した。 床面 には埋め 戻 され た壁 際の溝跡 が くつき りとあ らわれ ま した。 こ うして

第 1号 住居跡が、 は じめ に建 て られ た第 2号 住居跡 を広 げて 建 て替 えた もので あ

るこ とがわか りま した。

第 2号 住居跡は直 径 6m弱 の 円形で、 中央 に炉跡 を もち、 周 囲 に 7本 の柱 を立

てた穴の跡がみ られ ます。 第 1号 住 居跡 の炉跡が 中央 になか つた のは、 第 2号 住

居跡 の炉 をその ま ま使 つて いたため で した。 柱 の太 さは や は り直径 20cm程 度

で したが、 第 1号 住 居 跡 よ り柱穴 が深 くて下寧 に掘 られ てい ま した。 また、 家 を

建 て直す にあた つて は、 古 い上屋 に火 をつ けた ら しく、 柱穴 に は焼 けた上 の粒 が

沢 山入 り込 んでい ま した。

住居跡 の東 側 には幅 2m、 深 さ 0,5mほ どの第 4号 溝 跡 が みつ か りま した。

幅の害1に 浅 い溝で水 の 流 れ た 痕跡 はみ られ ませ ん。 溝 の 中か らは土 器の破片 に混

じって ミ三チ ュアの 壷 が みつ か りま した。 お祭 りで も したの で し ょうか。

住 居跡の西側 には、 掘 立 柱建物 跡 が 3棟 みつ か ってい ます。 どれ も直径 15c

m程 度 の柱材 を用い た もの で、 2間 X3間 、 1間 X2間 の構 造 を してい ます。 柱

間は約 1。 3m程 度 で す。 柱 穴か らは竪穴住居跡 と同 じ 2000年 前 頃の上器 片

がみつ か ります。 倉庫 跡 や 平地式 の住居 跡ではない か と考 えて い ます。

このほか、 10cmほ ど上 の地層 では江戸時代後 期、 19世 紀 頃か ら明治時 代

頃 まで続 いて耕作 され た 水 田跡が みつか つてい ます。 隣 接す る小 路市場 では縄 文

時代の違物 も発見 され ま した。

今 回の調査で、 鋼 鐸 を もつ 集落 と しての本 山遺跡 の重 要 性 が 改 め て認識 で きま

した。 私 たちの足下 か ら本 山地 区の歴史 が よみが え りつ つ あ ります。 こ う した調

査 の成果 が、 復 興 の活 力 とな るこ とを願 ってやみ ませ ん。
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調査風景

土器出土状態
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調査にあたっては、京都大学工学部助教授・山岸 常ス、、立命

館大学文学部教授・和田 晴吾、神戸女子短期大学文学部教授・

檀上 重光の各先生にご指導とご教示をいただきました。

また、港湾整備局 新都市整備本部のご協力をいた尼きましノた。

(表紙   3号 基壇出土 三巴文軒丸瓦)
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1.はじめに 重青伍遺跡は昭和53年に発見された遺跡です。当時行われた試掘調査の結果によって山

上に弥生時代の村と、中世の建物ガ存在すると考えられていました。昭和57、 58年度に山

の東半分について本格的な発掘調査が行われ、⊆蒙糧落や王窯糟墓などが存在していたこ

とが確認されています。その際、石を磨いてつくった剣が出上したことでよく知られてお

り、この地域の典型的な青髄牲葉藷として有名になりました。

その後、更に西半分についても詳しく試掘調査を行った結果、中世の建物については、

室町時代 (14～ 15世紀)の甜写等院の跡ではないかと考えられるようになりました。今回

の調査は平成 7年 4月 6日 から開始していますが、これは震災復興事業の一環として住宅

供給を目的とした宅地造成工事を行うために、事前に実施している発掘調査です。

ゝ
9・・ム

＼

第 1図 調査範囲位置図 (S=1/5000)
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2.周辺の遺跡  伊川や谷を一つへだてた楢香川の流域には、数多くの遺跡が分布しています。それらの

ぅち、設音伍遺跡とおなじ、弥生時代の嵩髄性霙落としては、西神三ュー9ウ ン内に存在

する西神 NO.65地点遺跡をはじめ、慨歩各追跡や青谷遺跡、また、つい最近発見され堀

を巡らす嵩範性集毒として有名になった表山遺跡などがあります。

韮脅伍遺跡のふもとを流れる伊川の流域には、古利哭暫等があり中世の本堂が現存して

ぃます。また穫蓉川の流域には、同じく中世から続く天台寺院である姉普寺も存在してい

ます。

3.調査の概要  今回の調査対象面積は、山のほぼ半分、約 5%にも及びます。そのうち現在までに調査

が終了しているのは、Jヒ半2.5%です。残りの地区のうち、甜害等院のある 2%について

現在も調査を続けている所ですが、いままでの調査でしだいに遺跡の実態が明らかになっ

てきました。

弥生時代  今までの調査で、おもに山の北半2.5%の調査区から、 8軒の弥生時代の錘宍程FiSめ跡

ゃ、「駿状遭揺」とよばれる遺構が 7か所見つかつており、弥生時代にこの山のうえに人

が住んでいたと考えられます。

段状遺構 05
鰐 考

段状遺構 02

段状遺構 06

第3図 95年度調査区平面図 (S=1/1000)

3
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「蟄秩遣揺」とは、山の斜面を一部削って長細い平らな地面に造り替えているもので、

横からみると階段の段のようなのでこの名前で呼ばれています。弥生時代の人々が何のた

めにこのような平坦地を築いたかははっきりとはわかっていませんが、「斜めで歩きにく

い山を平らに削ることで歩きやすくした」道であるとか、「山の斜面が地崩れしないよう

に杭や板で土留めした跡である」あるいは「鶏笠雅蓬功紡跡である」などといろいろな説
が考えられています。議音伍遺跡で今までに見つかっている駿状遣揺は、どれもlm程度
の幅で、長さは10mく らいの大きさのものですが、平らな面のすみに幅10cln程度の細い溝

があり、直径20cmく らいの丸い穴が、いくつか溝にそって等間隔に並んでいるのが特徴で

す。このような形の遺構は、神戸市内では西区の西神三ュータウンNO.65遺跡や最近発

見された表山遺跡、三田市の祭カリ彗遺跡などでも確認されています。

また、叢脅伍遺跡で発見された弥生時代の竪穴式住居の跡は、山の尾根や斜面など色々な

場所から見つかっていますが、山の斜めな地面に家を建てるために、地面を段に削り、杭

をうって板か枝を横に渡し上が流れないようにして、さらにその上に上を盛って平らな面

をつくって家を建てたと思われる杭の跡なども確認されています。このような住居のあと

は、人が住まなくなって長い月日が立つうちに盛った上が流れてしまい、発掘するともと

の地面を堀りこんだ部分だけが、半月形で見つかります。

(ヽヵ

わ

第4図  1号住居平面図
4

⑧ ◎◇ ё

-65-

n



第 5図 頭高山遺跡出上の弥生土器

では、どうして弥生時代の人たちは、こんなに苦労して山の上に村を進ったのでしょう

か ?山の下の平地でなく、わざわざ山の上に住まなくてはならない事情があったと考えら

れますが、もっとも有力な説は弥生時代に大きな戦争があって、「ふもとの人々が攻めて

くる敵から身を守るために山に逃げ込おための村である」というものです。

人々 は戦火をのがれるために、平地の田や村を捨てて住みにくい山の上に村をつくったの

かもしれません。このような、弥生時代につくられた山の上の村を考古学の言葉で「嵩乳

樫葉選こと呼んでいます。

弥生時代の青雖性槃語でぁる重音伍遺跡からは、弥生時代中期の上器 〔Ⅳ様式〕が出土

しており、このごく限られた時期にだけ村が存在していたと考えられます。また、土器以

外に若騒 (矢尻)や若評などの石器が出上しています。一般に嵩雖牲槃毒は戦いに関係あ

る遺跡であり、武器としての堵霰などが多く出土すると考えられていますが、今回の調査

では、若霰、サヌカイト片など武器を思わせるものは普通の小集落程度の数しか出上して

いません。逆に藩製石琶ザなど農耕に関係する遺物もわずかですが出上しています。この

ことは嵩雖牲集藷の性格を考える上でも重要な問題でしょう。
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中世 現在調査中の地点では、室町時代頃から存在していたと思われるの寺院の跡が確認され

ています。

このお寺は、藍喬伍の頂上から南西方向に開ける 2本の尾根と、その間にはさまれた谷

を利用して築かれています。古代から中世にかけては、このように仏教の修行の場を求め

て、山深いところにたくさんのお寺が造られるようになります。このようなお寺を一般に

�醍摯朝院」といいます。

それでは肇喬佃篭跡にあつたお寺はどのようなものだつたのでしょう。

まず目につくのは、 2本の尾根がのびる山の中腹にひろがる平坦面です。ここは頂上部

近くから中腹までを切り崩し、その上を谷に埋め込んで平らにするという大がかりな整地

を行つて造られています。ここは信仰の中心部分であつたと考えられ、本堂をはじめ、お

寺の中心的な建物が存在していたようです。

本堂は、16m× 12m、 高さ lmほどの、上で築いた台の上に進られていたと考えられま

す。このような建物の基礎になる土台のことを、建築の専門的な言葉で「垂撞」とぃい、

霞脅側彊跡では、本堂が建っていたと推定されるものを「 1号≦壇」と呼んでいます。こ

の選壇の上では、涯石がぃくつかみつかりました。疑若とは、建物の柱を支える台になる

石で、纏若の配置から建物の柱の間合いが、間色 5問、奥行き 5問の規模で、前面と両

側面に縁を巡らせる構造であつたことがわかりました。この建物は火災にあつたらしく、

雲増や纏をに焼け跡ガみられます。

9      1° m

第7図  1・ 2号基壇平面測量図 (S=1/300)
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また火災にあってから比較的早い時期に、背後の斜面の上砂崩れによって、建物の後ろ
1/3ほどが埋もれたらしく、この部分は後世の削平を免れて遷若や焼け落ちた壁上がよ
く残っていました。

1号≦壇の北隣には、12m× 1lmとやゃ小振りな 2号≦壇があります。この上にも建物
が建っていたと考えられますが、風雨によって台の上は削られてしまい、柱跡などはなく
なってしまったようです。

この他に、 4号選壇のななめ上方には、約 8m四方の、建物を建てるために斜面を削り
込んで整地した「置箇 1」 と呼んでいる平坦面や、 1号≦壇の後ろにも同様に12m× 8m
の「直箇 2」 が造られています。尾根に挟まれた谷の部分は参道として利用されていたよ
ようで、 1号≦竃の正面には参道に続く階段の取り付きと思われる掘り込みがあります。
しかし、階段本体は盛土で造られていたらしく、長い間に流れてしまい確認できませんで
した。

まだ調査の終了していない両尾根上においてもいくつかの選磐や直固が認められます。
特に 5号選壇と呼んでいる場所は、尾根筋を長さ50mにもわたって平坦に整形したもので
す。これらの≦壇や置箇には、お寺のお坊さんたちの生活や修行場に関係する施設が建っ
ていたようです。

このように、山のなかで寺院を営おことは、当時にしては大規模な工事が必要であった
と考えられ、そのことからもお寺の財力がしのばれます。

哭諧等の所有する鎌倉時代の古文書のなかに「韻嵩諮架香等」とぃぅ名前の寺が幾度か
登場し、当時哭諧等とともに伊川の周辺に田畑を所有して、そのあたりに勢力をもってい
たことが知られています。また現在、伊川谷ボ等の集落の中に哭蓉等と言う名前のお寺が
存在し、言い伝えでは「もともと寺は頭嵩暫の山中にあうたが、戦国時代の兵火により焼
かれた」と言われています。

今回発見された寺が、これらの記述にある「頭嵩諮哭蓉等」と一致すれば、文書によっ
てのみ知られていた寺院を、考古学的に証明したことになり、非常に貴重な発見であると
いえます。

五埼塔
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かンをおくう

寒鳳遺跡第 2次調査

現地説明会資料

平 成 3年 1■ ■ 月 ■ 6日

卒申  戸ゴ ¬百  睾文  平蒙  翌肇  厚乳 をき

(員オ) 卒申 戸 市 ― 君く―一 ノ` 教 育 本 社
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今回の調査については,神戸市文化財専門委員 立命館大学文学部教授 和田晴吾先生

同 京都大学大学院工学研究科助教授 山岸常人先生のご指導をいただきました。 .

またi神戸市都市計画局の協力を得ています。

(表紙は,寒鳳遺跡の遺構をもとにした当時の村の様子の想像図です。)
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1.は じめに 寒鳳遺跡は,西区伊川谷町潤和字寒鳳にあります。眼下に伊

川を見下ろす標高23mの台地上に立地しています。

周辺には,新方遺跡や白水遺跡など弥生時代から古墳時代に

かけての大きな遺跡があります。この遺跡は,平成 7年度に初

めて発見され,小字名から寒鳳遺跡と名付けられました。

その時の調査では平安時代後期 (10世紀後半～11世紀前半)

す え き  は し き  せい し はく しほったてばしら

の掘立柱建物が 6棟見つかり,須恵器,上師器,青磁,自磁 ,

瓦などの遺物も多数出土しています。

1:出合遺跡 2:王塚古墳 3:今津遺跡 4:吉 田南遺跡 5:新方遺跡

6:白水遺跡 7:今池尻遣跡 8:潤 和遺跡 9:南別府遺跡 10:天王山古墳群

H I′ 1水瓢塚 !liナri

図 1 寒鳳遺跡と周辺の古墳時代の遺跡

-1-
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2.調査の概要

竪穴住居

今回の発掘調査は道路建設に先立って平成 8年 7月 より実施

しているもので,第 2次調査になります。

工事の影響部分にあたる約2,400ぽ を発掘調査 している途中

ですが,古墳時代後期 (6世紀初め～ 6世紀中頃)を中心とす

る大きな集落の跡であることが分かってきました。

調査地が細長いため, 1区, 2区 に分けて調査を実施 してい

ますが,今回現地説明会を行う地区は 1区と呼んでいるところ

です。この部分で検出されたものは,竪穴住居15棟,掘立柱建

物15棟,大壁造り建物 2棟,溝,土坑, ピット等多数です。

このうち竪穴住居は,地面を掘り込んだ上に屋根をかけた家

の跡ですが,大部分が削平を受けていたため遺存状況が悪いで

す。竪穴住居からは, 6世紀初めから6世紀中頃にかけての上

器が多 く見つかっているので,この時期の竪穴住居であろうと

思われます。また,近接 した場所に重なって見つかるものは建

て替えが行われたことを示しています。

この時期の竪穴住居は通常一辺 5～ 6mの ものが中心で,正

方形のものですが,寒鳳遺跡では一辺 9mも ある大きな竪穴住

居や長方形のものも見つかっています。これは非常に珍 しいも

のです。また, ここでは寵を持つ住居が 4棟ありますが,寵の

中からは煮炊きに使った甕や,それを下から支える支脚 (台 )

として転用された高杯がほぼ完全な形で見つかっています。

体
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図 4 竪穴住居模式図 -75-
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掘立柱建物 6

翔立柱建物 3

掘立柱建物 8

掘立柱建物 9

据立柱建澱

据立柱建物 1

竪穴住居 1 落ち込み 1

、ヽ‖
ヽ |
ヽ

掘立柱建物 4

竪穴住居 3

握蜘
掘立柱建物13

竪穴住居 2
掘立柱建物〕o

流立運建物11

竪△長戸4

10m

図 5 1区遺構平面図
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東西X南北  (m) 面積 (ポ )

竪穴住居 1 4.8× 5.8 27.84

竪穴住居 2 6.2× 6.2 38.44

竪穴住居 3 1,3以上×0,8以上

竪穴住居 4 2.1以上Xl,2以上

竪穴住居 5 4.8X3.6以上

竪穴住居 6 5。 6以上×4.5以上

竪穴住居 7 5。 9× 5.9

竪穴住居 8 5,0× 4.8 24.00

竪穴住居 9 9.1× 6.9 62,79

竪穴住居10 0.5以上 XO.7以上

竪穴住居11 3.7以上 X5.0

竪穴住居12 50× 5.2 26.00

竪穴住居13 7.7× 8.4 64.68

竪穴住居14 5.6以上×6.9

竪穴住居15 5.5以上 X9,0

桁行×梁間  (m) 面積 (r)

掘立柱建物 1 2間 (3.2)× 1間 Q.5)以上

掘立柱建物 2 2間 (3.2)以上 X2間 (3。 9)以上

掘立柱建物 3 3間 (5.0)× 2間 (3.4)

掘立柱建物 4 3間 (5.0)以上 X2間 (3.85)

掘立柱建物 5 3間 (5.0)Xl間 (1,7)以上

掘立柱建物 6 4間 (4.75)× 3 FHl(4.9) 23.28

掘立柱建物 7 3間 (3.4)× 2間 (3.25)

掘立柱建物 8 4間 (6.4)X3間 (5。 25) 33.60

掘立柱建物 9 3間 (4.65)× 2間 (3.0)

掘立柱建物10 3間 (4.75)× 3間 (4.75) 22.56

掘立柱建物H 3間 (4.25)× 2間 (3.35)

掘立柱建物12 3間 (4.65)× 3間 (3.8) 17.67

掘立柱建物13 1間 (1.5)以上 Xl間 (1.0)以上

掘立柱建物14 3間 (5,2)× 1間 (3,0)

掘立柱建物15 3間 (6.2)以上×2間 (3.4)以上

寒 鳳 遺 跡 出 十 建 物 一 覧 表

掘立柱建物

東西×南北 (m) 面積 (r)

大壁造り建物 1 6.5× 4.7 30.55

大壁造り建物 2 3.0× 3,4 10.20

がわばしら そ う

掘立柱建物は,地面に掘った穴に柱を直接立てて造られた建

物で,柱を立てるために掘った穴は,小さいもので直径20cm,

大きいものでは直径80cmも あり,柱と柱の間は1.5～ 1.8mあ り

ます。これらの掘立柱建物は,住居として使用されたものと倉

庫として使用されたものの 2種類あり,側柱のものは住居,総

柱のものは倉庫と考えられます。

掘立柱建物の時期は,土器がほとんど見つかっていないので

はっきりとはわかりませんが,竪穴住居が埋まったあとに建て

られているものが多いので,竪穴住居の時期よりは多少新 しい

ものと考えられますが,竪穴住居と掘立柱建物が並んで建って

いた時期もあったものと思われます。

-5-
-77-



大壁造り建物  大壁造り建物とは,柱が壁の中に塗り込められて,外面に見

えない壁構造の建物のことです。

これに射 して壁を柱と柱の間に納め,柱が外面に見える構造

を真壁造りといいます。

大壁造り建物は,まず溝を方形に堀り,柱の位置に穴を掘り

ます。柱を建てた後,壁の芯を造り壁を塗り上げていきます。

屋根を架け,間仕切りなどの内装を行ってできあがりです。

大壁造り建物 とは東西6.5m,南北4.7mの東西に長い建物で,

柱間は桁行 5間,梁間 4間です。

一方大壁造り建物 2は東西3.Om,南北3.4mの 南北に長い建物

で,柱間は桁行 3間,梁間 3間です。これらの建物の時期は,

6世紀前棄よりは新 しいと考えられます。

主な出土遺物

1

竪穴住居13・ 須恵器杯
竪穴住居 1・ 須恵器杯
竪穴住居 9。 須恵器杯
落ち込み 1・ 須恵器高杯
土坑 1'須恵器高杯
竪穴住居 8・ 土師器高杯
溝 1・ 須恵器壺
溝 1・ 須恵器はそう
竪穴住居 1・ 土錘

図 6 出土土器実測図

今回の調査では,多量の上器が出土 しています。しかし,そ

のほとんどは須恵器,上師器で, 日常使用されるものです。

その他,魚をとる網につけられたおもりである土錘が見つかっ

ています。このことからこの集落に住んでいた人が海で漁をし

ていたと推定されます。

またこの他,祭祀に使われた日玉も少量見つかっています。

-78-
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3.ま とめ 1.竪穴住居と掘立柱建物などの建物がほとんど同じ方向に配

置されており,計画的に次々と建築されたと推定されます。

2.竪穴住居と掘立柱建物 (住居,倉庫)が並んで建っていた

ことから,居住場所と貯蔵場所の区別があったことがうかが

えます。

3.大壁造り建物は滋賀県湖西地域で多く見つかっており,奈

良県葛城地域,大阪府泉南地域 (陶邑地域)で も類例が見つ

かっていますが,兵庫県内では初めての発見です。これらの

地域は渡来系氏族が居住 した伝承を持っており,渡来人が朝

鮮半島から持ち込んだ住居形態であると推定されます。

4.出土遺物から,竪穴住居から掘立柱建物 (住居),大壁造

り建物,と居住形態が移りかわっていく様子がうかがえます。

5.漁網に使われた土錘が多 く出土 しており,海にいって漁業

を行っていたことが推定されます。

-7-
-79-



歩ミ眉霊安肇子旨戸三芋デ元多恒竜花多メ
=化

貝オ

現地説明会資料

景全場造醸鶴之澤酒銘

半 成 9年 ■ 月 ■ 5日

ネ申戸
~市

教 育 委 員 会

-80-



は じ め とこ 沢の鶴大石蔵は灘区大石南町 1丁 目にあります。現在は海の埋め

立てが進んでいますが、酒蔵の作 られた当時は海岸線から約100mの

位置にありました。

大石蔵は、有形民俗文化財として兵庫県から指定を受けていまし

た。蔵の中には灘の酒蔵用具をならべ、昔の酒蔵の様子がわかる、

「沢の鶴資料館」として公開 していました。 しかし、平成 7年 1月

17日 の阪神淡路大震災で残念なことに倒壊 してしまいました。

今回「沢の鶴資料館」を再建する計画に先立ち、酒蔵の地下構造

と、酒蔵の前の状態を確認するための発掘調査を行いました。灘は

日本一の酒処として有名ですが、酒蔵の発掘調査は今回が初めてで

す。もちろん神戸市内でも初めての調査となりました。

０
　
　
甲Ⅷ

剛
一
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震 災 と 灘 酒処の灘と一言1と いってもその範囲は広く、東から「今津郷」、

「西宮郷」、「魚崎郷」、「御影郷」、「西郷」の五郷を総称 した

ものです。現在の市の区域では、琴稗苅。譜暫斯らヾ西宮市、鷲裔燕
・御影郷・西郷が神戸市になります。

沢の鶴大石蔵のある一帯は、その中の西郷と呼ばれる地域です。

都賀川を中心として両岸に酒蔵があり、現在沢の鶴のほかには忠勇

・富久娘・金盃・灘誉などがありますが、昔はもっと多くの酒蔵が

あったと考えられます。

しかしこの度の震災で受けた酒蔵の被害は大きく、昔の酒蔵の町

並みが残っていた場所はほとんど壊れて しまいました。

▲帥

―

~
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一一一甦
一癖
轄
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調 査 の 概 要 発掘調査では、酒蔵の建て替えや増築、酒蔵内部の改修が何度も

繰り返されている状況が明らかになりました。

確認 した遺構には、どろどろの状態の「膠」から、液体の酒を搾

りとる作業場の「船場」があります。船場は「前蔵」と「大蔵」で

それぞれ lヶ 所ずつあり、酒蔵の床面より低い地下室の状態になっ

ていました。船場かどうか明らかにはなりませんでしたが、ほかに

地下室が前蔵の北西角、前蔵の南外側、大蔵の中央でそれぞれ lヶ

所ずつありました。

これらのほか、石垣の積み直し、船場の補修、床土の貼り直 し、

礎石の据え直しなど、予想以上に複雑に、何回も何回も手が加えら

れていることが判明しました。

酒造りと船場 米を磨き、上質の水と蔵人の技術でかもしだす日本酒は、日本が

誇る文化と言えるでしょう。ここでは詳 しい酒造りの工程は省略し

ますが、船場について説明します。

船場には「渋袋」に詰めた膠を積み重ねる「酒船」と、搾った酒

を受ける「垂壷Jがあります。酒船は、「男柱」で支えられる「は

■捧」怠こ重い石を縄で引っかけ、その重さで酒を搾ります。 しかし

時代が新 しくなるとジャッキや水圧で搾るようになります。今回確

IЦ した船場には、酒船と垂壷が 2セ ットずつありました。これらは

搾り工程の差の r揚船」と「責船」にあたるものと思われます。

rw歩
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イ|:

,△

み

大蔵

昔 の 酒 造 り (,t夕 ,鶴責||れ,″
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建 物 の 変 遷 今回の発掘調査で明らかとな った建て替えや増築、改修などをま

とめると、大きく5つ の時期に分けることができます。

(1)天保10年 (1839年 ).?γ明治時代頃

ここに初めて酒蔵が造 られた時です。それ以前は畠で した。

修)大正時代頃～昭和13年以前

阪神大水害の時には前蔵・大蔵の他にも建物がありました。前蔵

には船場があり、大蔵には地下室がありました。

(3) ?
おおく・ら              ふなば

大蔵の南を増築し、船場がありました。地下室は壊されました。

は)昭和20年頃 ?

前蔵・大蔵の船場が埋められ、周囲の建物が解体されました。

低)昭和50年頃

前蔵の東端、大蔵の北端が解体されて短 くなりました。さらに蔵

と蔵の間をつなげました。

前蔵北F31棟

□
飢

□
筑

】
　
　
　
勧

地

？

・

・・　
錘駆一Ｆ井

(1)天保10年 (18濁fF)?ヽJ蜘 招t頃

は,大iBIttui引 IR和 1311ツ前

(3)?

(1)‖

`イ

ホI1201ド句囃?

(5)‖ 8れ rD011士 ri

建 物 等 変 遷 図

-  5

前蔵北隣別棟

＼
(5)
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柱 の 墨 書 倒壊した資料館から展示 していた資料を取り出しているとき、折

れた柱に墨で文字が書かれているのが新たに発見されました。それ

が下の写真です。柱を補修したとき、材木をつぎ合わした面に書か

れていたため、今まで見つかりませんでした。天保 10年 (1839)

の文字が読めます。酒蔵の棟札ではないこと、酒蔵の建て替えのと

き、別の場所からつぎ合わされたまま材木として持ってこられたケ

ースもあることから、大石蔵が建てられた年代をただちにきめるこ

とはできません。しかし天保 10年に建てられた可能性を示す資料

です。
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酒搾りの様子 現在、酒搾りは機械化されているため、なかなか人力での酒搾り

の様子は想像できません。わずかですが、その様子がわかるものを

集めてみました。かなりの人手と手間と時間がかかる、大変な作業

であったことがわかります。ですから、どんどん機械化が進み、今

では人力での酒搾りは残っていないのでしょう。

葛頚 Ft■斗

しばりと造まし(r日 本山海名注隊I会 Jよ り)

!h情
!

゛争て日 
「 `rに
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セ→うる.n.r ritム

1111こ 〔
=る

。

g

ゝ

&

大林組『季刊大林血 37 灘五郷』 1993年  より転載

写真42

●,す in‖in
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西宮市教育委員会 租n白鹿記念酒造博物館

『文イ限オ資料 。第 37集 灘の酒つくり』

1992年 3月 31日 より

'コ

碇
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め 今回確認 した船場は、酒船のすえていた場所が復元できるほか、

垂壷、第荘〔ジャッキを回す棒である「てこ」の礎石などがそろっ

ており、酒搾りの様子を再現することができます。また、搾る方法

が、鋪荘らヽらジャッキや水圧式に変化した状況がわかるたいへん良

い資料です。

機械化される以前の酒搾りの様子がわかるものは、現在ではほと

んどありません。大正時代頃以降のものですが、現在の酒蔵でほと

んど見かけられなくなっていることを考えると、酒造 りの歴史上、

たいへん貴重なものといえるでしょう。今後、灘の酒蔵の発掘調査

が増えていけば、灘五郷のなかでの船場のちがいなどがわかってく

ることになるでしょう。

前蔵で確認 した船場は、沢の鶴株式会社のご好意で、平成 11年

に再開 (予定)と なる沢の鶴資料館内で見学できるよう、計画が進

んでいます。再開となったあかつきには、また一度足をお運びくだ

さい。

表紙は、昭和 10年頃の沢の鶴株式会社の醸造場の配置を絵であ

らわしたものです。実際の配置と比べると、少し変えてある部分も

あります。 (沢の鶴株式会社所蔵)

今回の調査では、下記の機関ならびに方々からご指導、ご協力を

いただきました。

文化庁

兵庫県教育委員会

大手前栄養文化学院助教授 川口 宏海先生

伊丹市教育委員会生涯学習部社会教育担当 小長谷 工治主査

沢の鶴株式会社 酒井 正司顧間

沢の鶴株式会社

株式会社大林組

- 9 - -89-





住吉宮町遺跡 (第 23次調査)

現 地 説 明 会 資 料

1997年 1月 25日 (土 )

神 戸 市 教 育 委 員 会
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遺 跡 説 明会

(2  

の し

3 主欠言周王室〉

お り

1997年1月25日(土)

神戸市教育委員会

住吉宮町遺跡は、神戸市東灘区住吉宮町にあります(図 1)。この場所は、六甲山麓から流れ出る住吉

川と右ー尾J11が洪水などで運んできた土砂が摘もってできたゆるやかな出向きの斜面(扇状地)となってい

ます。

図l

500m 
囚副詞

遺跡の位置

1.住吉宮町遺跡

2.郡家遺跡

3.岡本遺跡

4.処女塚古墳

5.東求女塚古墳
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昌

1000 1500 
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ニオ1 まて7・OJ手在t屈言周王呈

住吉宮町遺跡は、今回の調査を入れて今までに 23回にわたって発掘調査が行われています。その結果、

弥生時代中頃から竪穴住居(地面を掘り下げて床をつくる建物) ・水回や、方形周溝墓(桔のまわりに溝

を四角くめぐらせた墓)などが営まれはじめ、古墳時代には現在のJRの線路周辺から国道2号線にかけ

てのあたりを中心に、たくさんの古墳がつくられるようになり、その周辺には竪穴住居や水田もあったこ

とがわかっています。

そして、続く奈良時代・平安時代以降も掘立柱建物(地面に柱を埋める穴だけを掘る建物)や井戸、水

田などがつくられていますが、この間には何回も洪水によって土砂で深く埋まったり、あるいは削り取ら

れたりしています。つまり、住吉宮町遺跡では、人の生活した「面Jが洪水などで埋まりながら何面も重

なっているのです。

このように、これまでの発掘調査によって、住吉宮町では弥生時代から中世・近世まで、洪水などの自

然災害を受けながらも連綿と人々がこの地に住み続けていたことが明らかとなっています。

~IT丑 OJ手詮芋屈言周王呈むこペコし、て了

今回の23次調査は、現在予想されている住吉宮町遺跡の広がる範囲の南西端近くで民間マンションが

建設されることになったため、これに先立って行われるものです。

ただし、今回の調査は「震災復担」にともなうもので、建設予定の建物の基礎によって壊される(掘り

下げられる)部分のみを調査しています。したがって、今回は奈良時代の面と、一部建物基礎が深くはい

る部分で古墳時代の面まで掘り下げて調査しました。

言周王呈OJ同支主畏一一一地震で、壊れた井戸を中心に・

1 遺構について

今回の調査では、奈良時代の面を中心に調査しました。その結果、掘立柱建物跡あるいは柵のものと思

われる柱穴のならびが2列 (SB.SA8)と井戸跡 (SE 6)、西岸に護岸のためと思われる杭を打ち

込んだ自然走路 1本 (SD 4)、調査中は自然流路が氾漉して、えぐられたためできたと考えていた落ち

込み (SD 5)が調査されています(図2)。

この中で、井戸跡 (SE 6)はたいへん興味深い状態で出てきました。

井戸跡は、まず最初に円形の穴(掘り方)を地下水の出る砂の層まで掘り下げてから、その中央に長さ

約 120cm・幅約3Ocm'"'-" 6 Ocm・厚さ約4cmの木板を四角に組んだ枠(井戸枠)をすえて、そのまわり

を埋めもどしています。ところが、その井戸枠の上半分が南に倒れ込んだ状態で出てきたのです(図3)。

さらに調査が進むにつれて、今度は井戸の掘り方も井戸の上半分と底部で水平方向に約2mほど、ず‘れて、

くい違っていることもわかってきました(図4)。

この井戸枠のこわれ方やずれ方から見て、井戸の上半分全体がかなり強い力でいっきに南の方向に押し

出されたことをうかがわせています。そして、井戸のまわりの地盤もいっしょに動くような強い力とは、

「地すべりJと考えられます。

それでは、この地すべりの原因は何だったのでしょうか。地すべりした層の下はあらい砂の層となって

いますが、その砂が上にふき出そうとした「噴砂」が認められるなど、 「液状化現象jをうかがわせてい
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図3 井戸枠出土状況模式図

ます。このことから、地すべりは地震、それも地盤が液状化をおこすほどはげしい地震によるものと考え

られます。

1 遺物について

遺物は、主に流路 (SD4・SD 5)を中心に多数出土しています。その内容は、古墳時代から奈良時

代までの土師器・須恵~~を中心にたこつぼ、土錘(土製の網などにつけるおもり)のほか、埴輪片もかな

り出土しています。また、 SD5からは鞍や手綱もあらわした土馬(土製の馬のミニチ:1.ア)が1点出土

しています。

井戸跡からは、倒れた井戸枠の間から完全な形の土師器の原や漆検りの木製鉢が出土していますが、土

師器には「橘東家Jと墨で書かれていました。

なお、遺構の中から出土したものではありませんが、調査区の北東部において奈良時代~平安時代のも

のと思われる瓦(平瓦)の破片がややまとまった点数出土しているほか、円師見(すずり)の破片も出土

しています。

オヲ才コり 6こ

今回の調査では、地震による激しい震動による液状化現象に伴う地すべりで地盤が水平方向に約2mず、

れたことを非常にわかりやすく、自に見える形で検出することができました。

奈良時間ぷ降、この地域でこのような地すべりをおこす大規模な地震としては、 1995年の地震をの

ぞいて伏慰由震しか知られていません。

この資料は、当時の地震の完態を知るだけでなく、今後地震災害全体を研究する上でも重要なデータと

なるでしょう。
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